























































































































































































< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 :te̚ 雨 :a̚me 兜 :ka̚buto 蟷螂 :ka̚makiri
花 :hana̚ 心 :koko̚ro 色紙 :iro̚gami
男 :otoko̚ 雷　:kamina̚ri
妹　:imooto̚








アクセント 単語 <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
1 手，雨，兜，蟷螂 ○ ̚ ○ ̚○ ○ ̚○○ ○ ̚○○○
2 花，心，色紙 ○○ ̚ ○○ ̚○ ○○ ̚○○
3 男，雷 ○○○ ○○○ ̚○
4 妹 ○○○○ ̚












































木部 暢子 ： 日本語方言の多様性̶アクセントの地域差̶
表６　鹿児島方言の「名詞＋助詞」のアクセント








































































































アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
　　1 葉 :ha̚a 花 :ha̚na 男 :o̚toko 姉 :ne̚esan
　　2** 二人 :huta̚ri 湖 :mizu̚umi
　　3*** 雷 :kamina̚ri
　　0* 子 :koo 鼻 :hana 桜 :sakura 友達 :tomodati
　　2** 雨 :ame̚ 兜 :kabu̚to 色紙 :iro̚gami
　　3*** マッチ :matti̚ 息抜き :ikinu̚ki
　　0* 手 :tee 松 :matu 兎 :usagi 人参 :ninzin
表９　京都方言の名詞のアクセント体系
アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
　　H1 葉 :｢ha̚a 花 :｢ha̚na 男 :｢o̚toko 姉 :｢ne̚esan
　　H2 二人 :｢huta̚ri 湖 :｢mizu̚umi
　　H3 雷 :｢kamina̚ri
　　H0 子 :｢koo 鼻 :｢hana 桜 :｢sakura 友達 :｢tomodati
　　L2 雨 :ame̚ 兜 :kabu̚to 色紙 :iro̚gami
　　L3 マッチ :matti̚ 息抜き :ikinu̚ki














木部 暢子 ： 日本語方言の多様性̶アクセントの地域差̶
表 10　弘前方言の名詞のアクセント型
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 : t
━━
e 猿 : s
━━
aru 狐 : k
━━━━











































a 鼻 : han
━━
a 桜 : sakur
━━


















アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
1 手 : ｢te 猿 : ｢saru 狐 : ｢kitune 糠米 : ｢urukome
　	 ｢temo  ｢sarumo  ｢kitunemo  ｢urukomemo
2 花 : ha｢na 兎 : u｢sagi 手袋 : te｢bukuro
 ha｢namo  u｢sagimo  te｢bukuromo
3 男 : oto｢ko 果物 : kuda｢mono
 oto｢komo  kuda｢monomo
4 雷　: kamina｢ri
 kamina｢rimo
0 葉 : ha 鼻 : hana 桜 : sakura 友達 : tomodati
 hamo  hanamo  sakuramo  tomodatimo













京都 東京 弘前 鹿児島
式と下げ核 下げ核 昇り核 二型




第 3類 足，色，花，山 2
Ｂ型第 4類 稲，空，帯，箸 L0
1
2（第 2拍広母音）










木部 暢子 ： 日本語方言の多様性̶アクセントの地域差̶
琉球諸語のアクセントについては，近年，調査と研究が急速に進みつつある。多くの地域で３型アク
セント体系，２型アクセント体系が報告されているが，与論方言のように昇り核による多型アクセント
体系も見つかっており，琉球祖語のアクセントがどのような体系であったかは，今後の調査研究にまつ
ところが大きい。本土諸方言との関係については，金田一の類の２拍名詞１・２類語にきれいな対応関
係が見られることから，本土諸方言と琉球諸語も共通の祖（日流祖語）にさかのぼることが明らかであ
る。ただし，詳細については，やはり今後の調査研究にまつところが大きい。
図４　祖語のアクセントのイメージ
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